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ニューヨークで開催された「New	
York	Global	Young	Leaders	Summit	
International	Model	United	Nations	
2013	（通称：模擬国連）」に、教育学
部の金武李佳さんが参加しました。
国際問題への理解や交渉術の深化を
図ることを目的とする模擬国連。世界
各国から学生約500人が集まりました。
全員がある国の大使の役割を演じ、担当
国の政策や歴史、外交関係などに照らし
合わせて、実際の会議と同様、特定の議
題について議論・交渉します。モロッコ
大使役に任命された金武さんは、「開発
資金の運用」「エイズと貧困の関係」「情
報コミュニケーション技術の活用」の3
つの議題に対して、モロッコ王国として
の声明文をまとめ、会議に挑みました。
「昨年の12月から英語やモロッコ経
済の勉強、声明文の準備を始めました。

現在の政府の見解を知るために、同じ
モロッコ大使役の九州大学大学院の学
生と、東京のモロッコ大使館を訪問。
外交官の方と直接お会いするとお話が
心に入ってきて、政府が強く推してい
る取り組みが分かりました」と金武さ
ん。こうした経験から声明文には、若
者が仕事に就けるよう、教育のインフ
ラ整備を行うことを盛り込みました。
「出発前日は正直不安でしかなかった
んですが、絶対にがんばろうと思いま
した。会議はすごくスピードが早かっ
たのですが、分からないことがあったら
割って入って『どういう意味ですか？』
と聞き、その上で自分の意見を伝える
よう努力しました。世界各国の人々と
知り合うことで“日本とそのほかの国”
という見方が、“ほかの国の中に日本が
ある”という捉え方に変わりましたね」。

8月からは交換留学生として米国サン
ディエゴ州立大学で心理学を学び、臨床
心理士を目指します。「数年は外国で働
きたいです。日本では気がつかない何
かを発見できると思うから」。新たな将
来像を見据えた金武さんは、「世界の友
人と話ができてとても幸せでした！」と
満面の笑顔で振り返っていました。

　「森のようちえん」では、「大

人はできるだけ口を出さず、子

供が自分で気づくまで見守る」

というルールがあるようです（本

誌より）。森の中で、子供たち

が五感をフルに発揮して遊ん

でいる姿を想像してみましょう。

私たち大人が忘れてしまった、

または経験したことのない森と

人との交流が期待できそうで

す。そんな中で五感を研ぎ澄ま

せれば、きっと予想外で、素敵

な第六感が育まれることでしょ

う。イギリスの哲学者ウィリアム・

アーサー・ワードの言葉に、「普

通の先生は説明をする。ちょっ

とできる先生は手本を見せる。

優れた先生は生徒の心に火を

つける。」とあります。子供たち

だけでなく、大学生の心に火を

つける教育が大切です。

（編集長）

岐 阜 大 学 の とりくみ
Oct.2012→Apr.2013Topics

　ハロウィン当日、直営保育園「ほほえみ」のつばめ組（2
歳児）・はくちょう組（3・4・5歳児）の27人が仮装を
して学長室を訪れました。カボチャのマントや黒猫の耳
などを身に付けた園児は「ト
リック・オア・トリート（Trick	
or	Treat？）」と元気よく入室。
出迎えた森学長と林副学長、
八嶋理事、吉村理事がお菓子
を配ると、園児たちは手作り
のお菓子箱をいっぱいにさせ
て満面の笑顔。和やかなひと
時となりました。

　「岐大祭」は学生の正課研
究、学術文化活動及び課外活
動の祭典です。年間を通した
取り組みの成果を学内外に発
表し、より発展させる機会とし
て、毎年、学生が自主的に企
画・運営しています。今年の
テーマは「ブレイク」。「憩い
の場になってほしい、日常か
ら踏み出してほしい」という願いが込められています。当
日はみこしまつりやコスプレコンテスト、お笑いライブ、ス
ポーツ大会などが開かれ、盛況のうちに終了しました。

保育園児がハロウィンの仮装で
学長を訪問

第64回	岐大祭を開催
テーマは「ブレイク」

平成24年10月31日（水） 平成24年11月1日（木）～4日（日）

平成25年3月26日（火）～29日（金）

教育学部の金武李佳さんが
アメリカで開かれた「模擬国連」で
モロッコ大使として議論・交渉！

上／会議後に開催されたパーティーには、浴衣姿
で参加。「会議と違って緊張も解け、互いの国のこ
とや勉強の仕方など、話が弾みました」。
下／動議や発議を意味する「Motion !（モーショ
ン）」と言って挙手すると、議長から10分間の発
言が許可されます。

岐阜大学 教育学部
生涯教育課程4年

金武	李佳	さん
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　昨年12月、岐阜大学の正面から丸池へと続く並木道が
幻想的な青い光に彩られました。このイルミネーションは、
サークル「イルミネーション実行委員会」が、「地域の方
に岐阜大学を知ってもらいたい」
という思いから企画。資金集め
から実行までを、各学部自治会
の学生や教職員などに協力を呼
びかけ、実現しました。また、大
学入試センター試験日や前後期
日程入学試験日にも点灯し、受
験生を応援しました。

　岐阜大学は平成21年11月に
環境ユニバーシティを宣言し、環
境に配慮した大学運営を行って
います。これまでに大学本部、図
書館、教育学部、附属小・中学校、
地域科学部が、環境マネジメントシステムの国際規格
「ISO14001」の認証を取得。更新審査・拡大審査を受
け、平成24年12月18日（火）には新たに医学系研究科・
医学部、応用生物科学部が認証を取得し、平成25年
1月29日（火）に審査登録証の授与式が行われました。

　有志の学生が企画・運営する、
今年で11回目となる「学生企業
展」が開催されました。2日間で
およそ1,200人の学生が来場し、
参加企業194社の中から目当て
のブースを訪問しました。
　近年の不況によって学生の就
職活動、企業の採用活動は依然
として厳しくなっています。そのような中で学生たちの
就職意識は高く、企業ブースでは開場から終了時刻まで
真剣に説明を受ける姿が多く見受けられました。

環境マネジメントシステム（ISO14001）
の認証範囲が拡大

第11回	岐阜大学学生企業展を開催

　「多様性活力発揮に向けての女性研究者支援」総括シン
ポジウム「男女共同参画大学の実現に向けて―女性研究者
支援事業から男女共同参画推進活動へ」を開催し、学内外
から約150人が参加しました。基調講演では三重大学人文
学部特任教授で前女性研究者支援室長（学長補佐）の小
川眞里子氏が「女性研究者の現状：世界・日本・三重」と
題して講演。また、男女共同参画
推進室の三宅恵子特任准教授、松
藤淑美特任助教、松井真一特任助
教が、2年半にわたる事業の取り
組み成果の報告などを行いました。

　岐阜大学では一流の研究者の講演
会を定期開催しています。11月15日
（木）の第34回では、哲学者でNPO
法人森づくりフォーラム代表理事の
内山節氏が、人間と自然の関係や東
日本大震災における津波や原発事故
の災禍について講演。12月7日（金）
の第35回では、東京大学大学院理学
系研究科教授の早野龍五氏が、放射線に関する情報発信
や内部被ばく、外部被ばくの調査を通して見えてきた原発
事故の影響について語られました。

「多様性活力発揮に向けての女性研
究者支援」総括シンポジウムを開催

第34・35回	岐阜大学フォーラムを
開催しました

岐 阜 大 学 の とりくみ
Oct.2012→Apr.2013Topics

平成24年12月18日（火）

平成24年12月5日（水） 平成24年11月15日（木）・12月7日（金）

平成24年12月8日（土）・9日（日）

　岐阜大学基金事業の一環で、
応援奨学生制度を実施していま
す。この度、平成25年度の奨学
生19人が決定し、決定通知書交
付式が行われました。森学長か
ら決定通知書が交付されると、
工学部の清水大輔さんは「奨学
金を有効に活用し、勉学や研究
に励みます」と抱負を述べました。この制度は、人物
及び学業成績において優れ、他の学生の模範となる学
生に奨学金を支給し、優れた人材を育成するものです。

　財団法人岐阜県環境管理技術センターと連携し、「岐
阜大学みず再生技術研究推進セ
ンター」を開所しました。セン
ターの目的は、浄化槽などの分散
型汚水処理施設の機能向上や、そ
れらの放流先水路及び受容水域
の水質向上につながる調査研究
の推進です。森学長は開所式で
「環境科学において社会貢献して
いきたい」と挨拶しました。

応援奨学生決定通知書交付式を実施 岐阜大学みず再生技術研究推進セン
ターを開所

　応用生物科学部において「岐阜
大学応用生物科学部と岐阜県健
康福祉部生活衛生課との連携協
力に関する覚書」の締結式が挙行
されました。応用生物科学部の金
丸義敬学部長、岐阜県健康福祉部生活衛生課の樋口行伹
課長のほか総勢7人が出席。この締結は狂犬病の診断な
ど、獣医公衆衛生学分野で両者が有する知的、人的、物的
資源について連携協力することが目的です。公衆衛生学
分野全体としての覚書締結は、獣医系大学のある都道府
県では初の取り組みです。

大学構内でイルミネーションが輝く 応用生物科学部と岐阜県健康福祉部生
活衛生課が連携協力に関する覚書を締結

平成25年4月8日（月）

平成24年12月6日（木）～25日（火）

平成25年2月28日（木）

平成25年4月9日（火）

平成25年度	入学式を行いました 平成24年度	学位記授与式を行いました

　長良川国際会議場において平成25年
度入学式を行い、学部学生1,319人、大
学院学生562人が入学しました。森学
長は学部入学生には「立派な社会人にな
るべく、勉学に励んでください」と言葉
を贈り、大学院入学生には「他者からの
研究評価を恐れずに自分を信じて研究を
進めてください」と激励しました。学部
入学生代表の伊藤華奈子さんは「国際社
会の一員としてたくましく生きる力を育
みたい」と語り、大学院入学生代表の砂
場昭吾さんは「真理を探究し、見識を高
めたい」と宣誓しました。

　長良川国際会議場において平成24年
度学位記授与式を行い、学部学生1,281
人、大学院学生538人が卒業・修了しま
した。森学長は「日本の未来は皆さん方
の活躍にかかっています。厳しい状況に
おいても希望を捨てず、生き抜くたくま
しさを持ってください」と言葉を贈りま
した。卒業生代表の教育学部の山形明里
さんと修了生代表の連合創薬医療情報研
究科の浜田奈々子さんはそれぞれ「子ど
もたちの心に寄り添う教師を目指したい」
「逆境に屈せず、未来を切り開いていきた
い」と力強く決意を語りました。

平成25年4月7日（日） 平成25年3月25日（月）
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に
同
じ
森
へ
出
か
け
、子
ど

も
の
自
主
性
に
任
せ
て
自
由
な
遊
び
を
楽
し
む
活
動
で
す
。

　

活
動
を
続
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
四
季
折
々
の
自
然

の
変
化
や
リ
ズ
ム
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、五
感

を
働
か
せ
て
自
然
の
動
き
を
感
じ
取
り
、
友
だ
ち
や
動
植

物
、
光
、
風
と
一
体
に
な
っ
て
遊
ぶ
う
ち
に
、
誰
か
と
共
に

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

運
営
形
式
は
3
タ
イ
プ
。
保
護
者
を
含
む
自
主
的
な
グ

ル
ー
プ
が
通
年
で
運
営
す
る
「
通
年
型
」。
幼
稚
園
や
認
可

型
保
育
所
で
園
外
活
動
の
一
部
と
し
て
取
り
入
れ
る
「
融

合
型
」。
そ
し
て
、
自
然
学
校
や
任
意
団
体
が
行
事
で
実
践

す
る
「
行
事
型
」。
私
は
「
行
事
型
」
の
『
ぎ
ふ
☆
森
の
よ

う
ち
え
ん
』
を
主
催
し
、
毎
月
1
回
、
子
ど
も
を
森
に
集

め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

森で“遊びこむ”子どもたち
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主
体
的
な
自
然
体
験『
森
の
よ
う
ち
え
ん
』で

新
し
い
保
育
の
在
り
方
を
研
究

特　集　1

上／大人はできるだけ口を出さず、

子どもが自分で気づくまで見守りま

す。「教えると感動がないですから」

と今村准教授。中／小川で子ども

と遊ぶ学生。「森には会話と遊びの

きっかけがたくさんあります」と話し

ます。下／学生たちも一緒に子ども

たち熱演の“お笑い”を楽しみます。

①五感をフル活動させ、
　感受性が豊かになる
　雨、風、動植物などの自然の営みを目で見て触って、
　音を聞き、匂いを嗅いで全身で感じとる

②本当の危険を見極める力がつく
　小さなケガや失敗を体験することで、
　本当の危険を察知する力がつく

③自発的創造性を発揮する
　森で圧倒的な多様性を持つ事物に出会い、
　自発的に創造力と想像力を駆使して遊ぶ

④相手を思いやる心が芽生える
　遊びの時空が充実しているため、仲間集団との
　コミュニケーション力や社会性、協調性が向上する

⑤自己肯定感につながる
　「あなたはあなたのままでいい」という
　親の意識が伝わり、親子の信頼関係も強まる



子どもたちを支える
仕事に就きたい

遊びながら子どもとの
関わり方が学べます

教育学部 家政教育講座4年

福田 いつか さん

教育学部 美術教育講座3年

安藤 彰太 さん

　『森のようちえん』には以前から興味を持って
いたので、今村先生のゼミに決定して行けること
になり、うれしく思いました。私は子どもの頃、ア
メリカに住んでいたのですが、危ないからと言わ
れ、外に出してもらえませんでした。ですから幼
少期の自然体験があまりなくて、今、子どもたちと
遊びながら、花の蜜を吸ったり、木登りなどを経
験しています。子どもたちと一緒にいると、与え
られたもので育っていくのではなく、五感をフルに
活用させて、自分から掴みとっていく芯みたいな
ものを感じます。自分に子どもができたときは、『森
のようちえん』に入れて自然体験をさせたいです
ね。私は人見知りなので、今は教師になることは
考えていませんが、教具を作るなど、子どもたち
を支える仕事に就きたいという思いはあります。

　ボランティアを始めたのは1年生の4月から
です。私の志望は中学校教員ですが、教育学
部は幼稚園の教諭の免許も取れるという話を聞
いて、一緒に取っておこうと思いました。そし
て、今村先生の保育学の授業で『森のようちえ
ん』のことを知り、自分がどれだけ子どもたちと
対峙できるかを試してみたいという気持ちで行
きました。初回は子どもの動きがつかめず、けっ
こう大変でしたが、今は担当する子どもたちの
名前を必ず覚えるようにしています。名前を覚
えていると、子どもたちが自分を見てくれている
と感じて安心すると思うので。大学では授業の
教え方などは学びますが、子どもとの関わり方
は学べません。先生と子どもとの信頼関係はと
ても大事だと思っているので、そういった関わ
り方を学べることが一番大きいですね。

先生や友だちの名前を覚えます。「キャンプ場」「や
くもく広場」「山」コースから、行きたいコースを
自由に選ばせ、子どもの意欲を引き出します。

食べたい場所で、友だちと
「いただきます！」

3コースが合流し、恒例の
「お笑い」タイムです。

今日の振り返りと、今後、遊びたいこ
となどを自由に発言。学生が絵本の
読み聞かせデビューをすることも。

その日の保育の在り方や問題点などを話し合いま
す。学生にとっては気づきの場となります。

さ
は
こ
の
く
ら
い
、
年
中
だ
っ
た
ら

こ
の
程
度
の
こ
と
が
わ
か
る
、
な
ど

で
す
。
ま
た
、
自
分
が
幼
児
教
育
に

向
い
て
い
る
か
ど
う
か
も
自
覚
で
き

ま
す
。
教
育
実
習
か
ら
帰
っ
て
き
た

学
生
が
、
本
当
に
小
学
校
、
中
学
校

の
教
員
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
を
決

め
る
よ
う
に
、
何
回
か
足
を
運
ぶ
う

ち
に
将
来
の
こ
と
が
現
実
的
に
見
え

て
き
ま
す
。
意
欲
的
な
学
生
に
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
慣
れ
て
き

た
ら
指
導
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち

を
引
っ
張
っ
て
い
く
役
を
任
せ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
も
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

私
は
自
然
と
の
つ
き
合
い
方
を
、

自
然
の
中
で
学
ん
で
い
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。『
森
の
よ
う
ち
え

ん
』
を
通
し
て
、
幼
児
期
の
自
然
体

験
が
増
え
る
よ
う
な
働
き
か
け
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
員
に
向
い
て
い
る
か
ど
う
か
、

学
生
の
進
路
選
択
の
一
環
と
し
て
。

『
森
の
よ
う
ち
え
ん
』
は
幼
稚
園

児
だ
け
で
始
め
ま
し
た
が
、
卒
園
後

も
来
た
い
と
い
う
子
ど
も
の
た
め

に
、小
学
生
ク
ラ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

小
学
校
の
教
員
を
目
指
す
学
生

は
、
教
育
実
習
で
小
学
生
と
触
れ
合

う
機
会
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
を

野
外
で
遊
ば
せ
る
時
間
は
な
い
の

で
、
い
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
の
教
員
を
目
指
す
学

生
は
全
員
、「
幼
児
教
育
課
程
論
」

の
授
業
の
一
環
と
し
て
『
森
の
よ
う

ち
え
ん
』
に
連
れ
て
行
き
ま
す
。
中

に
は
そ
の
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
す
る
学
生
も
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
う
ち
に
、
幼
児

に
対
す
る
見
当
が
つ
い
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
年
少
だ
っ
た
ら
体
の
大
き

9：00

9：45

10：00

12：00

13：00

15：00

14：30

スタッフによる現地の下見

森の朝の会

森へ出発。自然遊び開始

昼食

午後の自然遊び

森の帰りの会

解散。スタッフは後片付けと反省会

ぎふ☆森のようちえん

1日の流れ

“はやいち”です～、
モノボケやります～。

ヒミツの基地づくりは
おもしろいよ～！
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『ぎふ☆森のようちえん』に

ボランティア参加する学生たち

『森のようちえん』の
3形式に対する

今村准教授の考察

行事 型

専用の園舎やフィールドを特定せず、行
事として幼児対象の環境教育活動を行
います。

［特徴］
幼児教育の中で重要視される静と動のバラン
スがうまくとれますが、1カ月に1回程度のため、
子ども同士や、先生と子どもとの人間関係の構
築に時間がかかります。

［実施例］

ぎふ☆森のようちえん
（代表：今村光章准教授　園児：170名）

通 年型

台風や雷雨などの荒天以外、ほぼ毎日、
森の中で保育を行います。ドイツやデ
ンマークでは一般的な形態です。

［特徴］
異年齢集団の中で過ごすため人間関係が濃く
なります。たくましくなり、いやなことにもめ
げない忍耐力がつきます。常に森の中で活動
するので、保育の内容に偏りが生じる可能性も
あります。

［実施例］

森の妖精ようちえん
（園長：ハラルト・フォン・フラクシュタイン氏
アドバイザー：アレクサンドラ・フォン・フラクシュタイ
ン准教授／今村光章准教授　園児：15名）

融合型

幼稚園や認可型保育所において、園外
活動の一部として活動します。年に10
回から月に数回程度、森へ出かけます。

［特徴］
いつも一緒にいる先生や仲間と森へ出かける
ので安心して楽しめますが、一方で、幼稚園での
関係が出たり、先生の指導性が高くなることが
あります。

［実施例］

ながら幼稚園
（アドバイザー：今村光章准教授　園児：230名）

※実施例はすべて『ながら川ふれあいの森』で活動して
います

「子どもたちの“やってみたい”気持ちを大事
にしたい」と、フラクシュタイン准教授。



け
な
く
て
も
、
各
取
り
組
み
に
参
加
で

き
る
の
で
、重
層
的
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

秋
元
　
地
方
で
数
週
間
以
上
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
活
発
な
の
は
岐
阜
大

学
だ
け
。
先
生
が
こ
の
取
り
組
み
を

我
々
と
行
う
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
？

髙
木
　
一
番
に
は
大
学
単
体
で
は
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
難
し
く
、イ
ン
タ
ー
ン

生
を
送
り
っ
ぱ
な
し
と
い
う
例
も
少
な

く
な
い
こ
と
。
現
場
で
学
生
が
困
っ
た
時

の
フ
ォ
ロ
ー
や
サ
ポ
ー
ト
が
大
切
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
し
て
専
門
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
Ｇ
―ｎｅ
t
と
の
連
携

は
、地
元
企
業
と
大
学
に
と
っ
て
多
く
の

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

秋
元
　
我
々
は
ま
ず
、
事
前
に
企
業
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
、
企
業
が
抱
え
る
問

題
点
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
学
生
と
協

働
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
提
案
す
る
ん

で
す
。
学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
気

で
取
り
組
む
と
会
社
の
利
益
に
も
つ

な
が
る
。
こ
れ
が
こ
の
『
地
域
協
働
型

髙
木
　
私
は
岐
阜
県
と
連
携
し
て
ま

ち
づ
く
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
各
地
域
の
問
題
解
決
の
た
め
に

は
学
生
時
代
か
ら
ま
ち
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
、
全
学
共
通
教
育
科
目
の『
地
域
活

性
化
シ
ス
テ
ム
論
』と『
重
層
的
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
』の
取
り
組
み
を
始
め
た

の
で
す
。『
重
層
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
』
と
は
地
域
と
学
生
が
交
流
す
る
機

会
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
た
結

果
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
。『
地
域
活

性
化
シ
ス
テ
ム
論
』の
講
義
で
地
域
の

経
営
者
と
出
会
い
、
数
週
間
以
上
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
。
講
義
を
受

初開催の「枡まつり」の運
営リーダーとして、まつり全
体の統括を行いました。企
画や運営で多くの人と関わ
り、協力してもらうことの難
しさや喜びを学びました。

枡作り体験のインストラク
ターや企画「枡酒列車」の
提案･運営など多種多様な仕
事を経験しました。社会で活
躍する大人たちと出会うこと
で考えの幅が広がり、将来の
方向性が明確になりました。

講義やインターンで地域を
良くしようと行動を起こして
いる大人を目にし、「自分が
経験したものをもっと多く
の学生に伝えたい」と『学
生ボラネット』の立ち上げ
と運営に携わっています。

G-netの秋元さんの講義で、ア
メリカの学生が生物学の知識
を利用して地域おこしをした
話を聞きました。「自分が学ぶ
工学でも同じことを」と思い、
地元長野県を工業でおこすた
めに勉強に励んでいます。

企業やNPO団体の代表者など地域で挑戦を続ける大人と出会
い、必要なスキルや心構えを身につけます。

多彩なボランティアに参加し、地域の人々と活動
することで、人間性・社会性の構築をめざします。

春夏の長期休暇を利用した実践型プログラム。マーケ
ティングやまちづくりの企画運営等に取り組みます。

半年から1年間の長期インターンシップで実践的な仕事を
通して、主体的な思考や行動力を養います。

【講義例】

「地域活性におけるソーシャルビジネス」（講師：G-net代表理事 秋元祥治氏）
「『ねこの約束』を通じたまちづくり」（講師：いぶき福祉会施設長 北川雄史氏）
「グループ演習：地域資源を探そう」（講師：パブリックハーツ代表取締役 水谷香織氏）

【ボランティア例】

災害救助の活動
無償学習塾のスタッフ
フェアトレードイベントの企画･運営
文化財の見守りや修繕、本の読み聞かせなど

【インターンシップ例】

地域密着型の高級スーパーでの販路開拓の可能性をリサーチ（山川醸造）
着地型観光プログラムの広報（長良川おんぱく事務局）
郡上明宝地区のトマト農家リサーチ（ななしんぼ）

【インターンシップ例】

カフェ・催事販売などのマニュアル作成（ベーグル屋 エルクアトロギャッツ）
枡商品に関するイベントの企画･提案、運営（大橋量器）

大学と共に取り組む「NPO法人G-net」
岐阜市出身の秋元祥治さんが学生時代の
2001年に地域活性化を目的に起業。2003
年法人化。地域優良企業における学生の長
期インターンシップを中心に、人材育成やま
ちづくり活動を行う。地域と学生をつなげ
ている。

地
域
の
中
で
働
き
、

学
ぶ
こ
と
で

学
生
は
自
分
に
気
づ
き
、

生
き
方
を
探
す
。

ボランティア

夏・春休み
インターンシップ

半年
インターンシップ

講 義
Challenge 01

Challenge 02

Challenge 03

Challenge 04

1年生春に受講

1年生冬から「学生ボラネット」
の広報を担当

2年生春休みに
大橋量器にてインターン

1年生2月〜2年生9月（8カ月間）

に大橋量器にてインターン

　地域の経営者による「講義」や多彩な「ボラン
ティア」、地場産業における「実践型インターン
シップ」と、異なる形態のプログラムを互いにつ
ながりを持たせて組み立てた教育スタイル。学生
はどのプログラムからでも参加できる。学生の教
育と地域への貢献を実現。

●『地域協働型インターン』と『地域活性化システ
ム論』は全学共通教育科目として単位取得が可能

●NPO法人G-netと連携した取り組み

●インターンでは、マーケティングリサーチや
　広報活動などの実践型プロジェクトに挑戦

●経験を学びに落とし込むために定期的な
　振り返りの場「フォローアップ研修会」を開催

●経営者によるセミナーや社会人基礎スキル
　研修、コーチングなどの個別サポートも実施

「大学×地域の重層的なチャレンジ支援」とは

Special
Conve r s a t i on
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「
大
学
×
地
域
の
重
層
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
」

地
域
と
の
連
携
の
中
で
、

学
生
の
挑
戦
を
後
押
し
！

経営者の想いを聞き、グループワークに取り組む

『地域活性化システム論
　〜まちづくりリーダー養成講座〜』

チャレンジの芽を育て、人間力を養う

『学生ボラネット』
正式名称：ぎふ学生ボランティア・地域活動ネットワーク構築事業

地域のさまざまな現場で貢献しながら学ぶ

『地域協働型インターン』

経営者と師弟関係を築き、目標に取り組む

『ホンキ系インターンシップ』

岐阜大学工学部 社会基盤工学科
社会資本アセットマネジメント技術研究センター長

髙木 朗義 教授

工学部 機能材料工学科2年

林 兼輔 さん

工学部 社会基盤工学科3年

川口 直秀 さん

工学部 生命工学科3年

塚原 彰仁 さん

教育学部 特別支援学校
教員養成課程3年

長瀬 慶子 さん NPO法人G-net代表理事
岐阜大学非常勤講師
慶應義塾大学SFC研究所所員（訪問）

秋元 祥治 さん

特　集　2



イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
』
の
特
徴
で
す
。

地
域
と
大
学
の
連
携
と
い
え
ば
、
こ
れ

ま
で
は
研
究
が
中
心
で
し
た
よ
ね
。

髙
木
　
そ
う
で
す
。
研
究
も
大
切
で

す
が
、
地
域
の
次
世
代
を
担
う
人
材
の

育
成
も
大
切
。
未
来
の
人
材
を
育
て

る
の
は
常
に
前
進
し
続
け
て
い
る
地
域

の
企
業
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
が
行
き

た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
企
業
は

地
域
に
多
く
あ
り
ま
す
か
ら
。

秋
元
　
地
域
が
若
者
を
育
て
る
、
ま
さ

に
新
し
い
地
域
連
携
で
す
ね
。
何
よ

り
こ
の
取
り
組
み
は
学
生
に
と
っ
て
の

学
び
も
多
い
。
例
え
ば
6
週
間
で
大

人
1
0
0
人
と
出
会
う
機
会
が
あ
る

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
学
び
に
な
り
ま

す
。
ま
た
社
会
に
出
て
す
ぐ
に
積
極

的
に
動
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
こ

の
経
験
が
あ
れ
ば
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

と
け
こ
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て

仕
事
や
勉
強
に
対
し
て
価
値
観
が
変

わ
り
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の
に
気
づ

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

髙
木
　
そ
の
気
づ
き
の
た
め
に
随
時

行
っ
て
い
る
の
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
。
自
分
た
ち
が
現
場
で
行
っ
て
い
る

こ
と
は
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
考

え
、
振
り
返
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で

す
。
毎
週
の
研
修
会
で
は
学
生
た
ち

が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
話
を
し
ま

す
が
、
人
の
話
を
聴
く
こ
と
や
対
話
を

通
じ
て
自
分
の
経
験
が
整
理
で
き
、
振

り
返
り
も
き
ち
ん
と
で
き
ま
す
。

秋
元
　
こ
う
し
た
実
践
型
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
場
合
、目
標
設
定
と
振
り
返
り
が

教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
に
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
失
敗
に
ど

ん
な
意
味
が
あ
る
か
を
知
る
こ
と
は
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
い
い
経
験
で

す
。
振
り
返
る
こ
と
で
学
生
の
授
業
に

取
り
組
む
姿
勢
も
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。

髙
木
　
よ
り
授
業
に
対
し
て
能
動
的
に

な
り
、
学
び
が
深
く
な
り
ま
す
ね
。
今

後
も
学
生
が
「
地
域
協
働
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
す
る
の
は
当
た
り
前
」
と

思
え
る
よ
う
に
、
も
っ
と
活
動
の
裾
野

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
元
　
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

す
専
門
性
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
考
え
て
も
い
い
で
す
ね
。

髙
木
　
学
生
に
は
こ
の
経
験
か
ら
、
社

会
に
出
て
か
ら
も
挑
戦
し
続
け
る
大

人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
お
祭

り
や
行
事
な
ど
、
そ
の
地
域
に
い
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
元
　
ど
ん
な
場
合
で
も
当
事
者
意

識
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る
姿
勢
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
よ
ね
。

髙
木
　
そ
の
た
め
に
も
こ
れ
か
ら
の
大

学
は
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
気
軽
に

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
、学
生
と
一
緒

に
解
決
す
る
場
と
な
る
べ
き
で
す
。
地

域
の
人
々
と
一
緒
に
学
び
あ
う
中
で
、

自
分
の
力
を
発
揮
し
、生
き
方
を
見
つ

け
て
も
ら
い
た
い
。『
重
層
的
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
』に
飛
び
込
む
の
は
そ
の

い
い
機
会
で
す
。

秋
元
　
将
来
、
自
分
が
一
番
活
躍
で
き

る
と
こ
ろ
へ
進
む
た
め
に
も
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

私
が
『
地
域
協
働
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
』
に
参
加
し
よ

う
と
思
っ
た
の
は
『
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
』
が
き
っ
か
け

で
す
。
先
輩
方
が
み
な
堂
々

と
話
す
姿
を
見
て
「
自
分
も

こ
う
な
り
た
い
」
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ン
に
行
く

ま
で
、
人
見
知
り
で
内
向
的
で

し
た
。
最
初
に
行
っ
た
大
橋

量
器
で
は
材
料
の
仕
入
れ
先

を
開
拓
す
る
仕
事
を
任
さ
れ

た
の
で
す
が
、
は
じ
め
は
電
話

を
す
る
の
も
手
が
震
え
、
1
日

1
件
か
け
る
の
が
や
っ
と
で
し

た
。
し
か
し
一
緒
に
入
っ
た
他

の
イ
ン
タ
ー
ン
生
た
ち
の
話
を

聞
き
、「
自
分
は
何
も
結
果
を

残
せ
て
い
な
い
」
と
実
感
。
そ

こ
で
事
前
に
話
の
内
容
を
ま

と
め
て
電
話
を
す
る
と
い
う
こ

と
を
1
0
0
件
ほ
ど
繰
り
返

す
う
ち
に
自
信
が
つ
き
、
結
果

と
し
て
2
社
と
正
式
な
取
引

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
き

『
地
域
協
働
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
』
で
来
た
久
世
さ
ん
の

場
合
は
冬
に
向
け
て
の
枡
の

材
料
確
保
の
時
期
だ
っ
た
の

で
、製
材
所
の
リ
サ
ー
チ
や
訪

問
の
ア
ポ
取
り
を
お
願
い
し

ま
し
た
。最
初
は
人
見
知
り
が

激
し
く
心
配
し
ま
し
た
が
、
最

後
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
動

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ

の
成
長
に
は
驚
き
ま
し
た
ね
。

う
ち
で
は
約
5
年
前
か
ら

『
ホ
ン
キ
系
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
』
を
、
3
年
前
か
ら
は
『
地

域
協
働
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
』
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
学
生
の
役
割

が
違
い
ま
す
。
ま
ず
ホ
ン
キ

系
は
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
的
な

存
在
で
動
い
て
も
ら
う
こ
と

が
多
い
。
時
に
は
会
社
に
と
っ

て
学
生
が
重
要
な
存
在
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
域

協
働
型
の
場
合
は
、
実
現
し
て

み
た
い
企
画
の
リ
サ
ー
チ
な

な
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
自
信
に
つ
な

が
り
、そ
の
後
も
今
年
2
月
に

東
北
の
学
習
支
援
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
も
参
加
。
ど
ん
な

状
況
で
も
明
る
い
子
ど
も
た

ち
と
接
し
て
自
分
も
さ
ら
に

明
る
く
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
何
事
も
積
極
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、
学

ぶ
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。
今
は

教
育
学
部
の
運
動
会
も
企
画

中
。
学
科
を
越
え
て
つ
な
が

り
た
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
実
現

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

学
生
が
実
際
に
企
業
の
一

員
と
し
て
動
く
こ
と
で
、
自
分

に
何
が
で
き
る
の
か
気
づ
く

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
企
業

も
学
生
に
知
っ
て
も
ら
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
学

生
が
地
元
の
企
業
や
活
動
に

興
味
を
持
つ
、
そ
れ
が
地
域
の

活
力
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
ね
。
お
互
い
の
い
い
起
爆
剤

と
な
れ
る
よ
う
今
後
も
積
極

的
に
受
け
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

結果を残したことが自信に。
内向的から積極的な自分に変化。

ホンキ系はパートナー的な存在に、
地域協働型にはマーケティングを。

岐阜大学と地域企業と、
より深い連携を目指します。

挑戦し続ける企業が
将来を担う学生を育てます。

【有限会社大橋量器】
伝統的な「枡」の専
門メーカーとして、大
垣市で60年以上に
わたり木製枡を製造
販売。工場に隣接す
るアンテナショップで
は焼き印を施したオリ
ジナル枡など多彩な
商品を販売。アメリ
カでも評判を呼ぶ。

学生に教えられることも
多いですよ

毎日、インターンに
取り組むような気持ち
で過ごしてます！

長期インターンフェア等に参加

久 世 さん の チャレン ジ

1年生夏
「地域協働型インターンシップ」（大橋量器）

1年生冬（1カ月間）
「みちのく復興インターン」（ETIC.主催）

若者を中心とした地域づくりの事例を評価する「地域仕
事づくりチャレンジ大賞2012」。各地から約400団体
の応募があり、12団体が本大会に参加。学生の川口さ
ん（左）も大会に挑み、奨励賞を受賞。

受 け 入 れ る地 元 企 業 チャレンジ す る学 生

Let's
 Challenge!

受賞歴

インターンシップ
への参加実績

1年 2年 3年 4年 計
地域協働型 8人 3人 1人 1人 13人
ホンキ系 9人 14人 11人 0人 34人

「重層的なチャレンジ支援」

地域仕事づくりチャレンジ大賞2012		奨励賞受賞
〈チャレンジ・コミュニティ・プロジェクト主催〉　

社会人基礎力育成グランプリ2013中部地区予選大会	奨励賞受賞
〈日本経済新聞社主催、経済産業省共催、文部科学省後援〉
　「地域活性化システム論」で学生が発案した「獣肉ジャーキープロジェクト」

第7回土木計画学公共政策デザインコンペ
土木計画学委員会賞・奨励賞受賞	〈土木学会主催〉

　 経 営 者 と 学 生 と の 　 　 　 点 と 点 を 結 ぶ 出 会 い

12岐大のいぶき　No.25  2013  Spring - Summer　｜13

有限会社大橋量器
代表取締役

大橋 博行 さん 

教育学部
数学教育講座2年

久世 英貴 さん 



こ
う
し
た
「
局
地
気
象
予
報
シ

ス
テ
ム
」
を
使
っ
て
、
企
業
と
も
連

携
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
建
設

関
係
で
は
、
湿
気
や
雨
で
錆
び
る
橋

梁
の
塗
り
替
え
時
期
を
予
測
し
ま

す
。
中
部
電
力
と
は
毎
日
の
太
陽

光
の
発
電
量
を
予
測
し
、
太
陽
光
発

電
が
多
い
日
は
、
作
る
電
気
の
量
を

抑
え
て
C
O
2
を
削
減
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宇
宙

空
間
を
利
用
し
た
宇
宙
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
も
携
わ
り
、

地
上
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伝
え
る
レ
ー

ザ
ー
が
大
気
を
通
過
す
る
際
の
雲
の

位
置
の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
ま
だ
不
安

定
な
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
既
存
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
連
携
し
て
安
定
供
給

が
行
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
研
究
す
る
だ
け
の
工
学

で
は
な
く
、実
際
に
人
の
役
に
立
つ
、

社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を

開
発
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
将
来

的
に
は
明
日
の
発
電
量
が
わ
か
る
、

太
陽
光
発
電
の
天
気
予
報
を
行
い

た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

天
気
予
報
は
「
今
日
は
暖
か
い
」

と
か
「
明
日
は
雨
だ
」
な
ど
、
生
活

に
必
要
な
情
報
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
今
日
の
日
射
量
で

は
太
陽
光
の
発
電
量
は
ど
の
く
ら
い

か
、
ま
た
、
風
の
強
さ
が
わ
か
れ
ば

風
力
の
発
電
量
も
予
測
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
「
局
地
気
象
予

報
シ
ス
テ
ム
」
の
予
報
結
果
を
使
っ

て
日
射
強
度
を
計
算
し
、
そ
れ
を
太

陽
光
発
電
の
利
用
に
役
立
て
る
方

法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
私
は
海
洋
土
木
や
海

岸
土
木
が
専
門
。
防
波
堤
の
高
さ

を
決
め
る
た
め
に
波
の
高
さ
を
計
算

し
て
い
ま
し
た
。
波
は
風
に
よ
っ
て

起
こ
る
の
で
、
風
を
予
測
す
る
た
め

に
天
気
全
体
の
研
究
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
あ
る
日
、
電
気
電
子
工
学
科

の
先
生
か
ら
、
そ
こ
で
算
出
さ
れ
た

日
射
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
欲
し
い
と

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
大
学
は

学
科
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
も
多

く
、
研
究
者
に
と
っ
て
大
変
良
い
環

境
で
す
。こ
の
依
頼
が
き
っ
か
け
で
、

研
究
が
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
も

の
へ
と
広
が
っ
た
の
で
す
。

平
成
22
年
に
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
に
積
極
的
な
岐
阜
県
可

児
郡
御み

た
け嵩

町
か
ら
「
太
陽
光
発
電

で
期
待
で
き
る
発
電
量
を
調
べ
て
ほ

し
い
」
と
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
応
用
し

て
日
射
量
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

御
嵩
町
は
全
国
平
均
よ
り
も
多
い

発
電
量
が
期
待
で
き
る
と
判
明
し

ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
町
民
が
太

陽
光
発
電
を
導
入
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
を
、
と
の
要
望
か
ら
「
太
陽
光

発
電
の
年
間
発
電
量
見
積
り
サ
イ

ト
」
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
サ
イ
ト
で
は
自
分
の
家
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
形
や
方
位
な
ど
を
入

力
す
る
こ
と
で
年
間
の
発
電
量
が
予

測
で
き
、
電
気
料
金
な
ど
の
目
安
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
翌
年
に
は

岐
阜
県
、
愛
知
県
の
サ
イ
ト
の
運
営

も
開
始
。
現
在
は
御
嵩
町
の
「
み

た
け
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
協

議
会
」
に
加
わ
り
、
災
害
時
に
備
え

て
公
共
施
設
に
ど
の
程
度
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
つ
け
る
か
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

― 全国で唯一、大学から「局地気象予報」を発信。
岐阜大学工学部には私を含む3人の気象予報士が所属しています。国内の大学では初と

なる気象予報業務許可を取得し、「局地気象予報システム」を使って愛知、岐阜の局地的

な天気や気温、降水量、風向などを専用サイトで公開し、毎日更新しています。

この「局地気象予報システム」は、米ペンシルバニア州立大学と米国大気研究センターが

開発した「局地気象モデルMM5」をベースとして、吉野純准教授が開発した超高解像・

高精度気象モデルです。高性能なコンピュータを使い、流体力学方程式や熱力学方程式、

放射方程式など多くの物理方程式を用いて風や雲などの大気の運動を計算。当日の午前

9時から翌日午後9時までの1時間ごとの予報を、毎日午前9時に一回更新しています。

また、「局地気象予報システム」の予報結果から日射強度も予測。大学屋上で観測したデー

タと照合し、より正しい予報の研究も行っています。

「岐阜大学が発信する
愛知県・岐阜県の局地気象予報」
http://net.cive.gifu-u.ac.jp/

「岐阜県・愛知県太陽光発電の
年間発電量を推定」
http://energy-met.cive.gifu-u.ac.jp/
pv-map/gifu-aichi.html

CHECK!

1.風力発電機の設置場所を検討するために作られた
「広域風況マップ」。	2.「局地気象予報システム」を
もとに、10km上空までの中部地方の気象場を解析
している。	3.太陽光の強さを計測する「スカイラジオ
メーター」は大学の屋上に設置されている。

岐 大 で 生 ま れ るも の 。

最先端研究の現場。

1

3 2>>>

>>>
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ピンポイントの気象予報研究が
次世代エネルギーの未来を拓く「

局
地
気
象
予
報
シ
ス
テ
ム
」を
も
と
に

「
太
陽
光
発
電
見
積
り
サ
イ
ト
」を
開
発
。

気
象
予
報
で
企
業
や
社
会
と
連
携
し

人
の
役
に
立
つ
仕
組
み
を
考
え
る
。

岐阜大学大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻 

自然エネルギー研究室　小林 智尚 教授



ひらけ！
授業の扉

世界人口の約半分、35億人を支えている「米」。稲作は自然の法則にのっ
とったものであることを学ぶために、授業では土づくりから稲刈りまでの
基本的な栽培方法や成長とともに変化する稲の形を解説。耕地面積、土
地に含まれる窒素成分などの栄養、降り注ぐ太陽光線量により、収量は限
られます。しかし現在、地球温暖化によって、稲が全く実らなくなる危険
性が生まれています。科学的根拠に基づいて予測した収量の推移や、高
温に対する耐性が葯

やく

の裂
れっかい

開の違いに関連していることなど、研究内容に
も踏み込みながら、稲の現状と未来の姿を解説します。

田植え経験がなく、稲の形や開花時期などを知らない学生が増えてい
ることを背景に、柳戸農場で田植えや雑草駆除などの栽培体験を指導し
ます。「米」を多角的に捉える視点のひとつとして、岐阜県情報技術研究
所の研究者を招き、雑草を駆除する「アイガモロボット」の開発成果を
聞くとともに、農業と工学の密接な関係も解説。また、有機農業の草取り
がいかに重労働であるかを体験するために、一区画では農薬を使わずに
栽培します。江戸時代から「草がなくても草を取る」ことを美徳とした
日本人。稲作文化の中で几帳面な国民性が育まれたことを学びます。

「日本のコメと世界のコメ」では、最初に世界と日本のコメの生産量と
消費量とを概観し、栽培植物としてのイネの起源や伝播経路、世界のさ
まざまな品種、水稲と陸稲、もちとうるち、赤米黒米、香り米などの解説
を行います。岐阜県下にはかつて数千の品種があったのに、今ではコシ
ヒカリ他数品種に収

しゅう

斂
れん

している一方で、多様な機能を持った品種が開発
されていることを述べます。「世界各地の稲作」では、耕

こ う き

起や代
し ろ か

掻き、田
植えや直まき、稲刈り、脱穀や籾

もみ

すりの方法について、東南アジアを中心
にアフリカなどの画像や動画を交えて多様性を解説します。

日本にとっての「米」は、国民の生命を保障するのみならず、それを
育む「水田」は国土、環境を支えており、国の根幹です。農業・農村の
荒廃を許してはならないことを説明しています。日本の文化のひとつで
ある米の生産技術は素晴らしく発達しており、その象徴のひとつとして

「穀物乾燥貯蔵施設」の見学を行っています。若い学生は、米にはいくつ
かの品種があることを知ってはいますが、味や食感はほとんど変わらな
いと思っているようです。そこで、決められた統計的手順に従ってご飯
の「官能試験」を行い、食品としての重要性を認識します。

広大な構内に農場を持ち、全学部がひとつのキャン
パスに集まる、岐阜大学の持ち味を生かした講義。
農業はかつての日本人にとって非常に身近なもので
あり、祭事とも深いつながりがありますが、近年では
田植えを経験する機会も少なく、稲を目にすることも
減ってきています。授業では構内にある水田などで
実習を行い、種蒔きから田植え、雑草の駆除、ご飯の
味の違いなどを、体験を通して学びます。農場で生
きた自然に触れることで、植物の世界と食べ物のつ
ながりを学生たちが実感することが目的です。一方、
室内の講義では、水田の生態系や機能、稲の生物学
と生育管理技術の関係、環境変動と食料生産の関係、
米作りと地域経済の関係など、多方面から「米」を
解説します。

栽培体験で「稲作」を身近に感じてもらうとともに、
農業と工学の関係や、「米」の文化的な側面も伝えます。

講義で栽培方法を説明し、田での実習を裏付けます。
地球温暖化で稲が実らなくなる危険性も解説。

世界の品種の多様性を伝え、
日本の財産の「米づくり」を再認識してもらいます。

学生にご飯の「官能試験」を体験してもらい、
品種で味と食感が異なることや、食品の重要性を伝えます。
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全
学
共
通
教
育
科
目「
自
然
科
学
実
験
講
座（
ご
飯
ま
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
）」

稲
を
育
て
、米
を
食
し
、

﹁
日
本
の
稲
作
文
化
﹂を

体
験
か
ら
学
ぶ
授
業
。

全
学
部
が
集
ま
る
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、

東
海
・
近
畿
地
方
で
唯
一
、
農
場
を
有
す
る
岐
阜
大
学
。

恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
、

全
学
部
が
教
養
と
し
て
学
ぶ
授
業
「
全
学
共
通
教
育
科
目
」
に
お
い
て
、

学
生
た
ち
は
日
本
文
化
の
基
底
で
も
あ
る
「
米
」
に
関
し
て
、

栽
培
実
習
と
多
角
的
な
講
義
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

「
米
」
を
専
門
に
研
究
す
る

応
用
生
物
科
学
部
の
4
人
の
教
授
が
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

応用生物科学部 作物栽培学研究室

松井 勤 教授

応用生物科学部 生物環境科学課程 多様性保全学研究室

宮川 修一 教授

応用生物科学部 応用生命科学課程 食品加工学研究室

後藤 清和 教授

応用生物科学部附属岐阜フィールド科学教育研究センター

大場 伸也 教授

▶担当授業
授業の概要
田植え（農場）

水田の生態学
新しいイネをつくる
水田土壌の科学

（収穫体験は希望者のみ）

▶担当授業
イネの成長と栽培
地球温暖化とイネ

▶担当授業
種子まき（農場）

日本のコメと世界のコメ
世界各地の稲作

▶担当授業
ご飯の科学
穀物共同乾燥施設の見学
ご飯の食味試験（農場）

全学共通教育科目

自然科学実験講座
（ご飯までのフィールド科学）
Natural Science Experiment Course
対象学生：教育学部、地域科学部、医学部、工学部
定　　員：40名
開講学期：前学期



在学中に取り組んで
おくべきことは？

やっぱり就活は
人生において大きな壁ですか？

自分に自信がないので
面接が不安なんです！

岐阜大学キャリアセンター
「先輩社会人アドバイス事業」

20代後半の先輩社会人が
「働くとは？」を学生に伝授！

交流会の後に、岐大生が
採用試験に来てくれました！

岐阜大学キャリアセンター
社会的・職業的に自立した、実社会で役立
つ人材を輩出していくために、全学的な立
場から学生の「キャリア形成」と「就職
活動」を支援しています。多彩な企業人
が教鞭を執る全学共通教育科目の「キャ
リア形成科目」の実施や、学生の自主的活
動の支援、インターンシップ（就業体験）
の仕組みづくり、就職ガイダンスセミナー
の開催などを行っています。

岐阜大学キャリアセンターでは岐阜大学同窓会連合会と連携し、
社会人経験5～8年目の岐阜大学の卒業生に、働くことの楽しさや厳しさ、
就職活動などに関して語ってもらう事業を進めています。
学生たちはより近い世代の体験談を聞くことで、
数年後の自分の姿を具体的に思い描くことができるいい機会となっています。

在学生3人が

先輩にインタビュー

しました！

就職活動のことを

教えて！
吉川さん！

第1回交流会に

参加した先輩社会人

吉川 卓
た か し

志 さん

クリオサイエンス株式会社臨床開発
部	勤務

平成20年度修了（大学院応用生物科学
研究科	応用生命科学

専攻	食品栄養学研究分野）（旧農学部	
生物資源利用学専攻）

スギホールディングス㈱に勤務後、
治験業界に転職。治

験とは、新しい医薬品や医療機器の
実用化のために、必

要となるデータを集める試験を行う
こと。吉川さんは製

薬会社側の立場から病院へ試験実施
を依頼し、実施内容

について点検する仕事に携わってい
る。

「
社
会
人
と
は
何
か
」「
就

業
と
は
何
か
」
と
い
う
自
覚

を
持
つ
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ

て
大
学
で
何
を
学
び
、
ど
の
よ

う
に
過
ご
す
べ
き
か
、
課
題
を

深
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
平
成
24
年
度
か
ら
岐
阜

大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、岐
阜
大
学
同
窓
会
連
合
会

と
連
携
し
て
、
在
校
生
と
世
代

の
近
い
20
代
後
半
の
卒
業
生

に
依
頼
し
、
実
体
験
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
後
輩
に
伝
え
て
も

ら
う
「
先
輩
社
会
人
ア
ド
バ

イ
ス
事
業
」を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
こ
の
事
業
へ
の
登

録
者
は
、岐
阜
・
愛
知
・
三
重
・

静
岡
・
長
野
・
滋
賀
と
、
そ
の

近
県
在
住
の
会
社
員
・
公
務

員
・
自
営
業
の
卒
業
生
の
う

ち
、
81
名
で
す
。

平
成
24
年
11
月
に
は
、
第

1
回
交
流
会
「
先
輩
社
会
人

と
語
る
―
学
生
か
ら
社
会
人

へ
の
飛
躍
―
」
を
開
催
。
ト

ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
愛
豊
（
株
）
や

東
海
旅
客
鉄
道
（
株
）、
南
山

国
際
高
等
学
校
・
中
学
校
、岐

阜
県
信
用
保
証
協
会
な
ど
に

勤
務
す
る
、
各
学
部
出
身
の

6
人
の
先
輩
社
会
人
が
参
加

し
ま
し
た
。「
就
職
先
を
ど
の

よ
う
な
観
点
で
、
何
を
基
準
と

し
て
決
め
た
か
」、「
仕
事
の
や

り
が
い
や
転
社
・
転
職
の
実

態
に
つ
い
て
」、「
学
生
時
代
を

振
り
返
っ
て
、
在
校
生
へ
一
言
」

な
ど
に
関
し
て
、
質
疑
応
答
も

含
め
て
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

考
え
や
体
験
を
じ
っ
く
り
と

語
り
ま
し
た
。
就
職
難
の
時

代
に
お
い
て
、
学
生
生
活
で
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

登
録
の
あ
っ
た
卒
業
生
に

は
広
報
誌
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
へ
の
寄
稿
も

依
頼
し
て
い
ま
す
。

幅広いことに興味を持ってほしいですね。
例えば専攻が薬学の場合、薬に関する法律
はどうなのか、その法律を作る場所はどこな
のかなど関心を広げてもらいたい。頭の片
隅にでも関連する知識があると就職活動で
差が出ますし、アルバイトの経験も自信に
なりますよ。

大きな壁だとは思いますね。でも仮にそこからずり落
ちたとしても、隣にある小さな壁によじ登ってみるなど、
挽回はいくらでもできます。今は転職をする人も多い
ですし、自分がきちんと調べれば、規模に関係なく働
き甲斐のある会社ってけっこうあると思いますよ。

「志望動機」は過去を前提に未来にどうつなげるか、「自
己アピール」は将来を見越して過去をどう振り返るか、
です。面接で主に問われるこの2つに答えるには、筋
の通った自己分析が必要。短所を裏返すと長所にな
るのか、整合性を取りながら進めてみてください。

幅広く学べる学部に
入ってよかった！と、
自信になりました 吉川さんのように

目標を持って、

頑張りたいです！

幅広い興味が
就職

に役立つと分
かり、

漠然とした不
安が

解消できました

現
在
勤
務
し
て
い
る
治
験

業
界
の
良
さ
を
伝
え
た
い
、
就

職
・
転
職
活
動
に
つ
い
て
後

輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
、
と

い
う
思
い
か
ら
交
流
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
治
験
業
界
の

存
在
は
学
生
に
あ
ま
り
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
専
門
性

が
高
い
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
。

し
か
し
、
実
際
に
は
新
卒
に
対

し
て
門
戸
が
広
く
、
教
育
環
境

も
整
っ
た
、
働
き
が
い
の
あ
る

職
場
で
す
。
交
流
会
後
に
は

名
刺
を
渡
し
た
学
生
が
採
用

試
験
に
来
て
く
れ
た
の
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
の

取
材
も
「
将
来
有
望
な
人
材

確
保
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ア
ピ
ー

ル
を
」
と
社
長
に
送
り
出
さ

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
が
岐
阜

大
学
を
訪
れ
る
こ
と
は
、
大
学

側
に
も
会
社
側
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

就
職
・
転
職
活
動
に
お
い

て
重
要
な
こ
と
は
、
業
界
分
析

と
自
己
分
析
で
す
。
入
社
後

に
「
こ
ん
な
会
社
の
は
ず
で

は
…
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
そ
れ
は
研
究
不
足
。
ま

た
、
面
接
で
最
も
大
事
な
こ
と

は
自
分
の
武
器
を
理
解
す
る

こ
と
で
す
。
岐
大
生
が
自
信

を
持
っ
て
、本
人
に
と
っ
て“
い

い
会
社
”
に
出
会
え
る
よ
う
、

応
援
し
て
い
ま
す
。

教育学部3年
大塚しおりさん

地域科学部2年
木村有里さん

工学部2年
森部修一さん

先輩社会人アドバイス事業

先輩社会人と語る
交流会への参加

キャリアセンターニュース
への寄稿

岐阜大学
キャリアセンター

岐阜大学
同窓会連合会

登録

依頼

岐
大
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

20代後半の
卒業生
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チームメイトを大切にできる
チームであり続けてほしい。

30th

コ
ー
チ
に
言
わ
れ
て
動
く
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
主
体
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

ア
メ
フ
ト
部
に
は
、
友
人
に
誘
わ

れ
る
ま
ま
入
部
し
た
ん
で
す
（
笑
）。

当
時
は
部
員
数
が
少
な
く
、
い
い
練

習
が
し
た
く
て
も
で
き
な
い
状
況
。

練
習
や
運
営
に
関
し
て
も
、
コ
ー
チ

陣
が
主
体
で
。
で
も
、
学
生
が
メ
イ

ン
の
部
活
な
の
で
、
自
分
た
ち
の
代

に
な
っ
た
ら
、
コ
ー
チ
に
言
わ
れ
て

動
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
部
員
主
体
で

や
っ
て
い
き
た
い
と
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
の
川
口
潤
く
ん
と
話
し
て
い
ま
し

た
ね
。
だ
か
ら
4
回
生
が
不
在
で
、

3
回
生
の
と
き
に
主
将
に
就
任
し

ま
し
た
が
、
心
の
準
備
は
で
き
て
い

ま
し
た
。
コ
ー
チ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
話
し
た
の
は
、
翌
年
に
1
部
昇
格

で
き
る
よ
う
な
チ
ー
ム
づ
く
り
を
す

る
こ
と
。
で
す
か
ら
、
主
将
1
年
目

は
準
備
期
間
と
位
置
づ
け
て
、
様
々

な
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

気
づ
い
た
こ
と
は
言
う
。

主
将
と
し
て
の
役
割
を
認
識
。

ま
ず
、
食
事
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
。「
健
康
体
力
研
究
所
」
の
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
、
体
重
と
筋
力
の

増
加
が
い
か
に
重
要
か
を
、
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
以
前
は
試
合
形
式
の
練
習
だ

け
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
て
い
ま
し
た

が
、
個
人
の
技
術
向
上
の
た
め
に
、

2
年
に
わ
た
っ
て
主
将
を
務
め
、低
迷
し
て
い
た
ア
メ
フ
ト
部
を
建
て
直
し
、

創
部
30
周
年
の
2
0
1
2
年
に
2
部
リ
ー
グ
全
勝
優
勝
に
導
い
た
、岩
佐
純
平
さ
ん
。

今
季
の
活
躍
へ
の
期
待
に
つ
な
が
る
結
果
を
残
せ
た
の
は
、部
員
の
活
躍
は
も
と
よ
り
、

O
B
、保
護
者
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
振
り
返
る
。

パ
ー
ト
の
練
習
に
も
導
入
。
す
べ

て
の
内
容
を
一
か
ら
見
直
し
た
こ
と

で
、
チ
ー
ム
内
は
“
新
し
い
ス
タ
ー

ト
”と
い
う
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

主
将
1
年
目
は
、
み
ん
な
の
先
頭

で
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
気
負
い

が
あ
っ
て
、
自
分
が
何
で
も
や
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
て
。“
み
ん
な

ど
う
し
て
気
づ
か
な
い
ん
だ
”
と
い

う
思
い
を
抱
い
て
い
た
ん
で
す
。
で

も
、
考
え
方
を
変
え
て
、
気
づ
か
な

い
ん
だ
っ
た
ら
教
え
て
、
改
善
し
た

方
が
い
い
と
思
う
こ
と
は
伝
え
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
た
。
主
将
は
部

活
内
の
潤
滑
油
で
、
部
全
体
が
う
ま

く
回
る
よ
う
に
立
ち
振
る
舞
え
ば
い

い
か
な
と
。

主
将
2
年
目
は
、
2
部
全
勝
優

勝
。
入
替
戦
は
１
点
差
の
ま
ま
最

後
ま
で
も
つ
れ
込
み
ま
し
た
が
、
1

部
昇
格
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
結

果
は
負
け
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

1
回
生
の
活
躍
や
み
ん
な
の
成
長
が

見
ら
れ
て
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で

す
ね
。
部
員
だ
っ
た
頃
は
、
た
だ
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
ん
で

す
が
、
主
将
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
違

う
も
の
が
見
え
て
き
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
も
主
将
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
勝
つ
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

後
輩
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
な
い
と
意

味
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
。
こ

れ
か
ら
は
学
生
コ
ー
チ
と
し
て
練
習

に
顔
を
出
し
ま
す
。
み
ん
な
が
気
に

な
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
の
で（
笑
）。

 

主
将
は
、部
活
内
が
う
ま
く
回
る
よ
う
に

立
ち
振
る
舞
う
、潤
滑
油
の
よ
う
な
存
在
。

いまを駆ける！岐大生face

1977年に設立された同好会時代を経て、1982年に創部。
部活動に励むと共に、地域貢献活動を通して岐阜大学
のPRにも取り組む。また、小中学生対象のクラブチー
ム「岐阜リトルファントムズ」（2006年創設）の指導協
力等を通して、アメリカンフットボールの普及に努め
る。今季は第31代主将・西脇慎二さんを中心にチーム
一丸となって、1部リーグ昇格を目指す。

学生コーチとして週5日の練習にほぼ立ち合い、
後輩を見守る岩佐さん。彼らの良き相談相手とな
り、陰からチームを支える。また、毎週日曜には
OBチーム「スーパースターターミガンズ」のメン
バーとして、後輩たちとの合同練習に励んでいる。

PHANTOMS前主将

岩佐 純平さん
大学院応用生物科学研究科
生産環境科学専攻
生態環境管理学コース1年

岐阜大学アメリカンフットボール部

PHANTOMS［ファントムズ］

創
部
（
6
月
1
日
）

東
海
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
に
正
式
加
盟

東
海
学
生
リ
ー
グ
戦
に
て

初
の
勝
ち
越
し

加
盟
17
年
目
で
初
の
2
部
優
勝

入
替
戦
で
勝
利
し
、
悲
願
の
1
部

昇
格

入
替
戦
で
大
敗
し
、
2
部
降
格

現
チ
ア
リ
ー
ダ
ー「
S
t
a
r
s
」の

前
身
と
な
る「
D
S
F
」
登
場

2
度
目
の
1
部
復
帰

3
度
目
の
1
部
復
帰

部
員
数
不
足
の
た
め
従
来
の
練
習

が
で
き
な
く
な
る

23
年
ぶ
り
2
度
目
の
2
部
全
敗

2
部
リ
ー
グ
2
勝
2
敗

最
下
位
を
抜
け
出
す

創
部
以
来
初
め
て
4
回
生
不
在

2
部
リ
ー
グ
、
2
年
ぶ
り
の
全
敗

創
部
30
周
年
に
全
勝
し
、

2
部
リ
ー
グ
優
勝

入
替
戦
は
1
点
差
で
惜
敗

198219831991199920002001200220042009201020112012
2013

友人に誘われ
て岩佐さんが
入部

岩佐さん引退
学生コーチに
就任

３回生の岩佐
さんが第29代
主将に就任

岐大アメフト部
30年の歴史
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平成24年度支援事業等
岐阜大学基金の創設以来、多くの皆様からご寄附をいただき、ありがとうございます。貴重なご寄附を有効活用するため、次の支援事業を展開しました。

⑴	学生支援事業
　●応援奨学生　　　●岐阜大学流域水環境リーダー育成拠点形成事業に関する私費外国人留学生学習奨学金
　●国際会議を模擬する「模擬国連」参加への海外渡航支援

⑵	特定事業（寄附者が指定する事業）
　●国際交流促進のための奨学寄附金 　●ドリームプロジェクト（コンティグ・アイ）
　●岐阜大学事業奨励奨学寄附金 　●外国人留学生支援事業

岐
阜
大
学

基
金
の

状
況
報
告

　卒業生をはじめ多くの皆様から岐阜大学基金へご協力いただき、心よりお礼申し上げます。ここに、ご芳名を掲載させていただきます。
今号では、平成 24 年10月から平成 25 年 2月末までにご寄附いただいた方で、掲載をご了承いただいた方を五十音順にご紹介
いたします。なお、本学役職員につきましては割愛とさせていただきました。また、3月以降にご寄附をいただきました方については、
次号にて掲載させていただきます。
　今後とも、岐阜大学基金の支援事業等を発展するためにより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

寄附者芳名録
個人

法人・団体等

基金創設の趣旨
　本学が、更なる飛躍発展を遂げ、地域社会からの信頼と期待に応え、地域社会に貢献できる大学としての責任を果た
すためには、流動的・機動的資金の運用が可能である基金が必要であることから、平成21年6月に創立60周年記念
を契機として「岐阜大学基金」を創設いたしました。
　この基金は、多くの皆様のご協力により、学生に対する奨学金や国際交流事業、特色ある研究活動への支援、地域
社会への貢献事業、キャンパス整備など継続的な教育研究活動に活用することとしております。

基金による事業展開
⑴	学生支援事業（深い専門知識、広い視野と総合的な判断力を備えた人材育成のための支援）
　●優秀な学生への奨学金制度 　●学生の海外留学や交換留学生への支援
　●外国人留学生への奨学金の充実　等

⑵	教育研究活動支援事業（独創的・先進的な研究を行い、成果を絶えず社会に発信するための支援）
　●将来性が見込める優れた研究者に対する研究への支援　　　●教育研究機器の整備
　●研究者の国際的な研究活動への支援 　●海外の協定大学との教育研究交流への支援　等

⑶	地域貢献活動支援事業（地域社会・国際社会からの信頼と期待に応えるための支援）
　●地域企業との連携や協力事業への支援 　●多様な生涯学習機会への支援　等　

⑷	キャンパス環境整備事業
　●講堂、体育館、武道館、グラウンドの整備　等

浅田　　晃 様
浅野　哲市 様
東　　修次 様
安達　英雄 様
天岡　　望 様
天内　満雄 様
安藤　幸子 様
安藤　雅子 様
伊木　健治 様
池田　善彦 様
石田　　勉 様
石高　治夫 様
石原　康子 様
石原　之弘 様
五十川好子 様
板津　敏彦 様
市原　美里 様
稲田　勝美 様
井原　紀子 様
今峰　鉞子 様
岩砂　和雄 様
岩島　康敏 様
岩田　哲夫 様
上野　一夫 様
臼井　康臣 様
内原　　勇 様
宇野　久夫 様
漆畑　政治 様

上床　康夫 様
江崎　　攝 様
遠藤　　至 様
大賀　玲子 様
大勢　暢彦 様
大野　喜朗 様
大前　勝正 様
大前真由美 様
大矢　　浩 様
岡田　　実 様
岡村　髙司 様
奥村　　杲 様
奥村　　隆 様
奥村常三郎 様
小栗　敬彦 様
小栗知津子 様
小栗奈津子 様
長田　和子 様
恩田　博宣 様
嘉住　熊二 様
片岡　淑郎 様
片上　照司 様
桂川　幾郎 様
加藤　賢龍 様
加藤　卓司 様
加納　宣康 様
加納　　宏 様
釜谷　寿史 様

神谷　正広 様
唐沢　和衛 様
川上　雅弘 様
川島　康正 様
河田　勝司 様
川村　哲也 様
河村　尚人 様
北折　尚之 様
北川かず子 様
北嶋　敏和 様
久保田正行 様
熊谷　　廣 様
熊田　克己 様
組田　房子 様
河野　和夫 様
小谷　和彦 様
後藤　幸子 様
古波蔵信重 様
駒澤　　修 様
近藤　綾子 様
近藤　卓和 様
近藤　富雄 様
酒井　広蔵 様
榊原　幸宏 様
坂下　厚実 様
坂下　盈彦 様
桜井　信郎 様
酒向　三冬 様

佐藤　博司 様
重野　嘉吉 様
志知　由加 様
篠原真由美 様
柴崎　章子 様
清水　憲雄 様
清水　文男 様
下田　朋子 様
杉浦金治郎 様
杉下　総吉 様
杉本　尚之 様
杉本　紀子 様
杉山　雅章 様
鈴木　裕久 様
関　　紀子 様
高崎　敏臣 様
高橋　忠明 様
高橋　　毅 様
髙橋　　睦 様
髙宮　秀至 様
高柳　早苗 様
滝澤　　勇 様
武島　正則 様
竹本　正弘 様
棚橋　映二 様
谷口　和視 様
玉井　広一 様
玉置　健三 様

多和田邦夫 様
月岡　米子 様
辻　十一郎 様
都築　利元 様
出口　吉明 様
出崎　秀人 様
出町　　巽 様
藤後　慶晴 様
得地　豊治 様
戸部　貞子 様
富田　幹雄 様
豊田　竜平 様
鳥 居 　 敬 様
内 藤 　 信 様
長岡　康孝 様
中島　弘義 様
永田　和夫 様
那須　富子 様
西井　正美 様
西島　正博 様
西村　康治 様
丹羽　憲司 様
野口　昭虎 様
野澤　　聡 様
野原　春江 様
野村美代子 様
橋本　有司 様
蜂矢百合子 様

服部美由起 様
服部　善文 様
馬場　容二 様
浜口　　充 様
早川　豊和 様
林　　勝之 様
林　　清香 様
林　　正一 様
林　　秀喜 様
林　　穂波 様
林　　雅昭 様
林　　泰男 様
林　　由是 様
林　　　良 様
林　　良一 様
日置　信明 様
日置　雅明 様
東嶋　　功 様
彦坂　行男 様
菱村紀代子 様
日比野光男 様
平田　史子 様
平田　公伸 様
平野加代子 様
深尾　勝夫 様
深谷　典子 様
深谷　　真 様
藤田　里美 様

古田　隆洋 様
古田　　仁 様
本田　俊一 様
牧　　栄伸 様
桝岡　智恵 様
松井みゆき 様
松下　捷彦 様
松本　　康 様
間宮　康喜 様
三品　和子 様
三田村　晃 様
三岡　孝幸 様
三塚　邦昌 様
皆森　良明 様
蓑島　裕和 様
味元　宏道 様
三宅　　巖 様
宮武　博明 様
見山　政克 様
三好敬一郎 様
村上　潔子 様
村瀬登志夫 様
村田　俊一 様
村本登代二 様
村山　静司 様
森　　正實 様
森下　泰三 様
森本　貴之 様

安田　淑子 様
山口　　登 様
山田　和子 様
山田　　績 様
山田　直光 様
山田　舞子 様
山田　正信 様
山村富美子 様
山本　輝子 様
山本　麻里 様
湯口　唯男 様
湯沢　　勝 様
横井　昌彦 様
横田　勇司 様
吉田　益子 様
吉安　亮一 様
米山　義信 様
若杉　　聡 様
若林　久嗣 様
若原　裕樹 様
和田　倭子 様
渡辺　浩光 様
渡辺　一代 様
渡辺　　敏 様
渡邉　　曉 様
渡辺　敏子 様

�天神眼科医院		様
㈱市川会計		様
㈱黒田製作所		様
㈱三進		様
㈱ジャパンプランツ		様
一般社団法人岐阜県医師会		様
イビデンエンジニアリング㈱		様

医療法人社団慈朋会澤田病院		様
医療法人社団和宏会下條内科クリニック		様
大垣精工㈱		様
河合石灰工業㈱		様
岐阜車体工業㈱		様
岐阜大学ハイキング部		様
国際ソロプチミスト岐阜		様

シーエムシー技術開発㈱		様
シーシーアイ㈱		様
西濃印刷㈱		様
太平洋工業㈱		様
ツキオカフィルム製薬㈱		様
天龍コンポジット㈱		様
中津川商工会議所		様

ハートランス㈱		様
鷭ケ池からみる岐阜大学の環境		様
福寿工業㈱		様
丸周建設㈱		様
ミニストップ㈱		様

  岐大のいぶき No.24　ご意見の集計
□広報誌のデザイン ［ 良 い ］ 60%程度  ［普通］35％程度

□広報誌の読みやすさ ［読 みやすい］ 50%程度  ［普通］35％程度

□広報誌の情報量 ［ちょうど良い］ 75%程度  ［多い］5% ［少ない］15％

□岐大の様子 ［よくわ か る］ 25%程度  ［普通］50%程度

抽選で5名様にPresent!
岐大生協マスコットのカモリン入りメモ
帳・シャープペンです。持っていると愛着
がわくカモ!?
なお、メモ帳とシャープペンの色は選べませ
んのでご了承ください。

プレゼント応募締切：

平成25年7月31日㈬必着
※当選者の発表は、賞品の発送を
もって代えさせていただきます。

▶▶▶

希望者にPresent!
学生が 1年間かけて作成した『岐阜大
学紹介ビデオ―学生生活編―」DVDを
希望者にお送りします。ご希望の方は、
アンケートハガキ「お名前」欄にある
　　　に◯を付けてください。DVD

前号「岐大のいぶき No.24（2012 年 11 月発行）」に、たくさんのご意見
をいただき、ありがとうございました。アンケートの結果をお知らせします！

岐大のいぶき No.24 アンケート報告！

大学オリジナルグッズを Present!
今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見やご要望をお待ちしています。

岐阜大学広報誌「岐大のいぶき」No.25のアンケートにご協力いただいた方の中から、

抽選で5名様に岐阜大学オリジナルメモ帳とシャープペンのセットを進呈いたします。

プレゼントをご希望の方は、アンケートハガキにお名前、ご住所をご記入ください。

まず、皆様に興味を持って頂いた記
事内容の紹介からです。今回は、特集1
では「環境への貢献」をテーマに、本学
の先生方が地元の企業等と協力して推
進している「世界に誇る研究」につい
て紹介、そして特集2では、本学キャン
パスをフィールドの一つとして活躍して
いる先生の「自然観察・縞々学」につ
いて紹介させていただきました。興味を
持って頂いた方が、特集1は55.6％、特
集2は40.3％と、とても高い割合でした。
いただいたご意見をいくつか紹介い

たします。
特集1：「大学で行われている研究が、
社会に貢献していっていることが素晴
らしいと思いました。これからも活躍さ
れることを期待しています。」「各研究室

での企業と連携した研究活動を、今後
も継続して紹介して頂けると参考になり
ます。」ありがとうございます！　「なか
なか優れた研究をしているのに、目立た
ない大学なので、もったいない気がしま
す。もう少し広報に力を入れてみてはど
うでしょうか。」すみません…頑張りま
す。特集2：「岐大のいぶきは大変よい
編集です。『撮影は一期一会（P16-17）』
すばらしいです。」ありがとうございます。
川上先生の自然観、ステキですよね。
さて、No.21でリニューアルして以降、

「デザイン」「読みやすさ」「情報量」「様子」
について継続的に皆様からのご意見を
いただいて参りました。その結果、お寄
せ頂くご意見は、下のような傾向でした。
私たち岐阜大広報関係者は、特に「岐

大の様子がよくわかる」と思って頂こ
うと、毎号工夫しながら編集していると
ころですが、なかなか「よくわかる」の
割合が増えません（泣）。そこで今回は、
皆様と岐阜大学のコミュニケーション
の機会について意見をいただきました。
いくつか紹介させていただきます。「駅

前の新しい施設を利用して、市民との
交流を深める。」昨年10月に開所した、
JR岐阜駅前のサテライトキャンパスで
の活動ですね。「卒業生へのコンタクト
を、まずは最優先していただきたいもの
です。皆さん（母校を愛して）頑張っ
てます！」卒業生の方々、よろしくお願
いします！　「地域に住んでいる学生た
ちがもっと公民館などを利用して、地
域の人たちと関わっていく、リーダーに
なっていける機会ができるといいな！」
大学のアウトリーチ活動をもっと活発
に！というご意見ですね。
「岐大のいぶき」についても、たくさ
んご意見をいただきました。「岐大のい
ぶきの広報誌を見てよかったので、続
けてもらいたい。」「広報誌は続けてい
ただけたらと思います。」ありがとうご
ざいます。広報スタッフ一同、ますます
頑張ります！！
「岐大のいぶき」は、読者の皆様とと
もに作っていく広報誌を目指していま
す。皆様からのご意見をお待ちしてお
ります。

岐大のいぶき

No.24
前号

20 30 6050100 40 （％）

特集1 55.6%

トピックス 33.3%

特集2 40.3%

サークル活動 6.9%

回答いただいた方の
興味を持った記事
（複数回答）

【
特
集
1
】

世
界
に
誇
る

研
究

【
特
集
2
】

自
然
観
察
・

縞
々
学
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講座名 受講対象者 開催時期 講習料 実施部局

■親子天文教室（４回） 小・中学生とその保護者
4/20㈯（終了）、 8/17㈯、 

11/9㈯、2月未定
18:00～21:00

無料

☎ 教育学部
　 058-293-2351

■化石教室
　①「園児のための化石レプリカ作り教室」
　②「小学生のための化石教室」 

①幼稚園・保育園児と
その保護者

②小学生とその保護者

①5/6㈪（終了）、②11/3㈰
13:30～15:00 無料

■昆虫教室
　「わくわく、びっくり！昆虫探検」 小学生とその保護者 7/13㈯

9:00～12:00 無料

■子ども工作教室「木のパズルつくり」
小学生

（中・高学年）
4/20㈯（終了）
10:00～16:00 無料

■子ども色彩教室「カラフル・パラソル」 小学生 5/26㈰（終了）
13:00～16:00 無料

■子ども造形教室「絵の具でアート」 小学生 6/30㈰
10:00～15:00 無料

■【岐阜大学環境講座】
　「自然環境の材料を使った造形教室」 小学生 11/10㈰

10:00～15:00 無料

■子ども版画教室
　「紙版画でカレンダー」 小学生 12/14㈯

10:00～15:00 無料

■美術教育講座 中・高校生 7/21㈰、8/4㈰
10:00～16:00 無料

■「若者たちのいま」を考える
市民一般、学生

（高校生を含む）
9/7～9/28

13:00～16:15

7,200円
（学生は
6,000円）

☎ 地域科学部
　 058-293-3003

■医療マネジメント講座
医療専門職及び

医療経営に携わる方
12月
未定 無料

☎ 医学部
　 058-230-6054

■【岐阜大学環境講座】
　長良川・白山エコカフェ＆エコツアー 2013 市民一般 4/1～3/31

13:00～17:00 無料
☎ 工学部
　 058-293-2361

■応用生物科学部
　中学生のための体験科学講座 中学生

10月または11月の土日で
1日開催

13:00～17:00
無料

☎ 応用生物科学部
　 058-293-2832

■家庭菜園の基礎　
　－ 理論と実際 － 市民一般 4/1～1/31

10:00～12:00 10,200円

■食べられる生命　－ 肉と卵の科学と実際 － 市民一般 4/1～1/31
10:00～12:00 7,200円

■【岐阜大学環境講座】 
「循環型社会の形成に向けた農業・農村の役割」 市民一般、学生 未定

13:00～17:30 無料
☎ 連合農学研究科 
　 058-293-2984

■先端を行く連合創薬医療情報研究科 受験希望者、市民一般 7月上旬
午後 無料

☎ 連合創薬医療情報研究科
　 058-230-7602

■先端科学を知ろう！（仮） 市民一般、学生 10/1～11/30
13：00～17：00 無料

☎ 生命科学総合研究支援センター
　 （学術国際部研究支援課） 
　 058-293-2014

■生涯学習の今日的意義と課題（3） 
　－ 今、生涯学習に求められるもの －

生涯学習・社会教育関係
職員、社会教育主事施

設・公民館主事等学習施
設の職員、ボランティア指
導者、市民一般、学生等

11/10㈰
14:00～16:30 5,200円

☎ 総合情報メディアセンター
　 （生涯学習システム開発研究部門） 
　 058-293-2284

公開講座のご案内 岐阜大学では大学で行われる授業や研究の取り組みを広く知っていただくため公開講
座を行っています。募集期間や定員を設けている講座がありますので、詳細は大学
Webサイトでご確認ください。

「岐大のいぶき」について
「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹（いぶき）山と生気・活気を意味する息吹をかけて名付けられました。岐阜大学のある濃尾
平野には、" 伊吹おろし " と呼ばれる強い季節風が吹き込みます。これになぞらえ、本誌には、岐阜大学の活力（いぶき）を地域から
世界へ感じさせたいという願いが込められています。

■「岐大のいぶき」についてのご意見ご感想をお待ちしております。
送付先 / 岐阜大学総合企画部総務課広報係　〒 501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1
TEL 058-293-2009 　FAX 058-293-2021　 Email kohositu@gifu-u.ac.jphttp://www.gifu-u.ac.jp/view.rbz?cd=721

岐大のいぶきは Web からもご覧いただけます！


